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水
の
あ
る

風
景�

そ
の
堂
々
と
し
て
豊
か
な
流
れ
は
、果
て
る
こ
と

な
く
澄
ん
だ
水
音
を
奏
で
続
け
る
。
途
切
れ
る

こ
と
の
な
い
命
、暮
ら
し
、歴
史
の
源
が
堰
切
っ

た
よ
う
に
流
れ
出
す
。�

P
H
O
TO
  JO

U
R
N
EY

宇
治
川
・�

　
　
天
ケ
瀬
吊
り
橋�

総合的科学「陸水学」を湖保全に生かして

私が自然に対して脅威と尊敬の念をいだ
き始めたのは、子供のころ。父と一緒に釣
りや狩りを楽しむ中で、父から自然が持つ
偉大さに感謝するとともに、自然がいかにも
ろいものかを教わりました。
大学では陸水学のデビッドチャンドラー教

授に陸水学について大きく感化され、さらに
Ｇ.エヴリンハッチンソン氏の論文を読んで、
陸水学が生態学の分野を先導する学問であ
り、陸水の物理、化学、地理、地学、生物学
と広範囲にわたる分野を総合した、重要な
学問であることに気づいたのです。
タホ湖の保全活動を始めたのは1958年、

カリフォルニア大学に移った後。初めてタホ
湖を訪れた時は、その大きさ（500h）と、ア
ラスカの湖とかわらないくらい透明なのに驚
きました。しかし、開発の波は急速に押し寄
せており、湖を保全するための市民活動も
盛んでした。やがて、湖の保全を進める上で
科学の力がどうしても必要となり、私は透明
度の定期的測定や藻の繁殖速度などを調べ、
ネバダ州とカリフォルニア州の知事へ、新し
い機関を設立してタホ湖全水域の開発を制
御すべきだと訴えました。結果、タホ湖全水
域の開発を規制する権限をもったタホ湖地

域計画局が設立されたのです。確かに開発
を推し進める人々からはかなり反対がありま
したが、水質が悪化して手遅れになる前に
湖を助けようという私の決心は変わりません
でした。

住民、行政、研究者がひとつになって
今回、琵琶湖を訪れて朝日に輝く湖面を

見たとき、日本において最大で水資源として
も重要なこの湖の美しさにとても感動すると
ともに、琵琶湖も生活排水などによる富栄養
化の脅威にさらされていることを感じずには
いられませんでした。
琵琶湖は国の、そして地域の宝です。その

価値は莫大なもので、お金には換算できませ
ん。私は４０年間、タホ湖やその他世界中の
湖の水質保全に努めてきました。琵琶湖に
おいても、住民の皆さん、行政の皆さん、政
治家そして研究者の皆さんが一致団結して湖
を守っていく努力が必要だと思います。住民
の皆さんが琵琶湖の保護について学び、科
学者は水質悪化をくい止めるべく長期間に
わたって科学的データをとり、それぞれが水
質保全を目標として連携しあうことが必要で
す。皆さんのお一人おひとりが強い意志とリ
ーダーシップをもたれ、水質保全への努力が
実を結ぶことを願っています。

湖の生産力と人為的富栄養
化などの研究が専門。1970年
代、開発が進んだタホ湖の汚染
をくい止め、その後米国全土に
おける湖保全の流れをつくる。
'98年、タホ湖の保全活動を通し
て人類の進歩に貢献したことが
評価されアルバート・アインシュタ
イン賞を受賞した他、チェブロン
賞など数多くの賞を受賞。気取
らずユニークな人柄は全世界の
陸水学者から慕われる。世界の
陸水学の最新の情報を盛り込
んだ著書『陸水学』が日本語訳
されている。

始�点�・�
視�
点�

琵琶湖から流れ出た瀬田川は、滋賀県境から京都に入り宇治川と名前を変えます。
風雅な趣で平安貴族を魅了した宇治は、
今なお緑や水に恵まれた土地。

平成９年修復工事が完成したこの吊り橋は、天ケ瀬森林公園や天ケ瀬ダムの少し下流。
河原に降りることもでき、週末には釣り人や家族連れなどで賑わいます。

「水のある風景」
写真募集

採用させていただいた方には
記念品を差し上げます（ ）

このコーナーでは、あなたが写した琵琶湖・淀川流域
の写真を募集しています。
［応募要領］ 撮影場所・撮影年月日・住所・氏名・電話
番号を明記して右記まで。

〒541-0041 大阪市中央区北浜1-1-30 横井北浜ビル3Ｆ
（財）琵琶湖・淀川水質保全機構「水のある風景」係
※応募いただいた作品はご返却できませんのでご了承ください。

生態学の分野を先導する陸水学

チャールズＲ・ゴールドマン







そ
の
結
果
、
下
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、

喜
撰
山
ダ
ム
の
運
転
に
伴
っ
て
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
値
は
激
減
し
、
ア
オ
コ
は
ほ

と
ん
ど
消
滅
し
ま
し
た
。

ア
オ
コ
は
、
老
化
し
て
水
面
に
浮
か
ん

だ
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
集
団
と
い
え
ま

す
。
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
光
り
の
届
か

な
い
湖
底
に
沈
め
て
や
れ
ば
ア
オ
コ
は
除

去
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
調
査
の
結
果
か

ら
、
喜
撰
山
ダ
ム
の
運
転
に
よ
り
、
天
ケ

瀬
ダ
ム
の
水
位
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と

で
岸
辺
か
ら
濁
り
が
生
じ
、
濁
水
に
含
ま

れ
る
微
細
粒
子
が
ア
オ
コ
を
吸
着
し
て
、

湖
底
へ
沈
降
さ
せ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
喜
撰
山
ダ
ム
を
運
転
し
て

ダ
ム
湖
の
水
位
を
上
下
さ
せ
る
こ
と
が
ア

オ
コ
削
減
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
の
で
す
。
天
ケ
瀬
ダ
ム
で
は
、
喜
撰

山
ダ
ム
操
作
に
よ
る
水
力
発
電
は
、
他
の

水
質
改
善
に
も
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い

水
が
高
い
と
こ
ろ
か
ら
下
へ
落
ち
る
と

き
の
力
を
利
用
し
て
発
電
機
を
回
し
電
気

を
つ
く
る
の
が
水
力
発
電
で
す
が
、
天
ケ

瀬
ダ
ム
上
流
に
は
揚
水
発
電
所
の
喜
撰
山

発
電
所
が
あ
り
、
夜
に
余
っ
た
電
気
を
利

用
し
て
喜
撰
山
発
電
所
に
ダ
ム
の
一
部
の

水
を
汲
み
上
げ
、
朝
か
ら
発
電
し
て
天
ケ

瀬
ダ
ム
に
水
が
送
ら
れ
て
く
る
と
い
う
揚

水
式
の
発
電
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
喜
撰

山
ダ
ム
の
発
電
１
回
で
、
天
ケ
瀬
ダ
ム
の

水
位
は
約
２
m
上
下
し
ま
す
。

同
ダ
ム
で
は
、
ア
オ
コ
が
発
生
し
た
平

成
10
年
８
月
は
、
喜
撰
山
ダ
ム
の
活
動
が

な
か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目

し
、
喜
撰
山
ダ
ム
の
運
転
が
ア
オ
コ
削
減

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
検

討
す
る
調
査
と
し
て
、
運
転
を
ス
ト
ッ
プ

し
て
い
た
喜
撰
山
ダ
ム
の
発
電
を
１
日
だ

け
行
い
ま
し
た
。

水
質
に
お
い
て
は
、
琵
琶
湖
南
湖
の
水

質
の
影
響
を
受
け
る
天
ケ
瀬
ダ
ム
で
す

が
、
現
在
は
、
貯
水
池
内
の
３
地
点
、
流

入
４
支
川
の
そ
れ
ぞ
れ
の
流
入
端
で
毎
月

１
回
、
水
の
汚
れ
や
濁
り
に
つ
い
て
の
水

質
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ

（
生
物
学
的
酸
素
要
求
量
）は
0.5
〜
2.0
m
／

１
程
度
で
、
年
々
低
く
な
っ
て
お
り
、
ダ

ム
の
水
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。

他
の
項
目
に
お
い
て
も
環
境
基
準
値
を

全
て
ク
リ
ア
し
て
い
る
当
ダ
ム
は
、
貯
水

池
内
に
水
質
浄
化
用
の
噴
水
な
ど
を
設
置

す
る
こ
と
も
な
く
、
同
水
系
の
他
の
ダ
ム

と
比
べ
て
も
さ
ら
に
良
い
水
質
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

BY BLUEリポート

アオコ削減に
効果を発揮する水力発電

琵
琶
湖
流
域
を
含
む
と
全
流
域
面
積
４,

２
０
０
h
を
擁
す
る
天
ケ
瀬
ダ
ム
。
多
目

的
ダ
ム
と
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
の
ダ
ム
の

役
割
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
ダ
ム
地
点
の
水

流
量
を
調
節
し
、
宇
治
川
の
氾
濫
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
下
流
の
洪
水
低
減
を
図

る
こ
と
。
そ
し
て
宇
治
市
、
城
陽
市
、
八

幡
市
、
久
御
山
町
の
４
市
町
に
対
す
る
上

水
道
用
水
と
し
て
も
、
京
都
府
企
業
局
山

城
上
水
道
へ
最
大
０
・
３
k
／
ｓ
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ダ
ム
上
流
の
関

西
電
力
喜
撰
山
発
電
所
と
ダ
ム
下
流
左
岸

の
関
西
電
力
天
ケ
瀬
発
電
所
で
は
、
あ
わ

せ
て
最
大
力
５
５
８,
０
０
０
KW
を
発
電
し

て
お
り
、
約
人
口
60
万
人
分
の
電
力
を
供

給
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を

担
っ
た
多
目
的
ダ
ム

良
好
な
水
質
を
維
持

し
か
し
天
ケ
瀬
ダ
ム
で
も
平
成
10
年
８

月
、
約
20
年
ぶ
り
に
ア
オ
コ
の
発
生
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ア
オ
コ
が
発
生
す
る
と

水
中
の
酸
素
が
欠
乏
し
、
ひ
ど
い
時
に
は

魚
介
類
が
死
滅
し
た
り
、
悪
臭
を
放
っ
た

り
し
ま
す
。
こ
の
時
、
ア
オ
コ
削
減
の
た

め
に
注
目
さ
れ
た
の
が
、
当
ダ
ム
の
上
流

に
あ
る
喜
撰
山
発
電
所
に
よ
る
揚
水
・
放

水
で
し
た
。

天ケ瀬ダム�
喜撰山ダム�

琵琶湖�

水
力
発
電
の
ア
オ
コ

削
減
効
果
を
追
跡

調
査

ダ
ム
操
作
に
よ
る
水

質
改
善
に
大
き
な

期
待

「ダムは治水・利水だけで
なく、水質改善にも役立つ―
それを明らかにするために
も、リアルタイムの水質管理
システムを充実させていく予
定です」と、近畿地方建設局
淀川ダム管理事務所・

斎藤信彦さん

喜撰山ダム�喜撰山ダム�

発電所�
天ケ瀬ダム�天ケ瀬ダム�

喜撰山ダム�

天ケ瀬ダム�天ケ瀬ダム�

発電所�

■揚水発電の仕組み

か
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
調
査
・
実
験
結

果
を
さ
ら
に
深
く
裏
づ
け
る
た
め
に
も
、

水
質
の
自
動
監
視
を
今
年
４
月
か
ら
開
始

す
る
他
、
全
国
で
は
じ
め
て
水
力
発
電
と

水
質
改
善
効
果
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
調
査
を
、
関
西
電
力
と
協

力
し
て
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

昼間（発電中）
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■天ケ瀬ダム湖におけるアオコの調査

夜間（揚水中）

天ケ瀬ダムは、浄化施設がないにもかかわらず、アオコの発
生が今までありませんでした。ところが、昨年夏から秋にかけ
てアオコが発生。その削減策を講じるための調査を行ったとこ
ろ、当ダム内で行っている水力発電がアオコの削減に大きな効
果をもつことが分かりました。



琵
琶
湖
・

淀
川
水
系
の
水
質
保
全
対
策

水
質
の
測
定
と
管
理

各
関
連
機
関
で
独
自
の

測
定琵

琶
湖
・
淀
川
水
系
で
は
、

各
府
県
ご
と
に
策
定
さ
れ
る
水

質
測
定
計
画
に
も
と
づ
き
、
多

数
の
関
係
機
関
に
よ
っ
て
水
質

の
測
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
は
、
水
質
汚
濁
防
止

法
に
よ
る
「
公
共
用
水
域
の
水

質
測
定
計
画
」
に
基
づ
く
定
期

の
水
質
測
定
の
ほ
か
、
府
県
・

市
の
水
道
局
、
保
健
所
等
の
機

関
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
測
定
地
点
数
は

同
水
系
全
体
で
お
よ
そ
３
０
０
。

こ
れ
に
加
え
て
浄
水
場
原
水
や

下
水
処
理
場
放
流
水
、
ダ
ム
湖

水
な
ど
の
測
定
が
そ
れ
ぞ
れ
の

機
関
で
独
自
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
国
や
府
県
・
市
で
は
、

河
川
・
湖
沼
に
水
質
自
動
観
測

局
を
設
置
し
、
テ
レ
メ
ー
タ
ー

化
に
よ
る
水
質
の
自
動
監
視
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
本
流
域

の
自
動
観
測
局
は
平
成
９
年
度

末
で
50
カ
所
を
数
え
ま
す
。

水
質
の
測
定
項
目
や
頻
度
は

実
施
す
る
機
関
で
そ
れ
ぞ
れ
に

異
な
っ
て
い
ま
す
。

水
質
観
測
計
画
に
基
づ
く
定

期
測
定
で
は
、
測
定
項
目
は
環

境
項
目
、
健
康
影
響
項
目
な
ど

10
〜
30
項
目
程
度
で
、
観
測
地

点
や
時
期
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
主
要
な
項
目
に
つ
い
て
は

毎
月
も
し
く
は
月
２
回
、
そ
の

他
は
年
１
〜
６
回
程
度
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

浄
水
場
で
の
原
水
の
測
定
は
、

項
目
、
頻
度
に
つ
い
て
は
浄
水

場
に
よ
っ
て
異
な
り
、
施
設
能

力
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た
、
琵
琶

湖
・
淀
川
流
域
の
下
流
へ
い
く

ほ
ど
項
目
数
、
頻
度
と
も
に
多

く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

下
水
処
理
場
で
の
放
流
水
の

水
質
測
定
で
は
、
水
温
、
透
明

度
、
ｐ
Ｈ
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
、

Ｓ
Ｓ
、
大
腸
菌
群
数
と
い
っ
た

項
目
に
つ
い
て
測
定
さ
れ
、
さ

ら
に
ダ
ム
湖
に
お
い
て
は
全
り

Ｄ
、
全
窒
素
、
全
り

ん
、
ク
ロ
ロ
フ
イ
ル
ａ

計
）
を
自
動
測
定
し

て
い
る
滋
賀
県
で

は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
テ
レ
メ
ー
タ
ー

に
よ
り
衛
生
環
境
セ

ン
タ
ー
中
央
局
に
伝

送
し
て
、
集
中
監
視

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
京
都
府
で

は
、
産
業
系
、
生
活

系
等
の
発
生
源
デ
ー

タ
、
公
共
用
水
域
等

の
環
境
デ
ー
タ
な
ど

を
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
一

元
的
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、

各
種
情
報
を
統
計
処
理
し
て
い

ま
す
。

環
境
行
政
の
総
合
的
な
推
進

を
支
援
す
る
環
境
情
報
シ
ス
テ

ム
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
大
阪

府
で
は
、
さ
ら
に
、
コ
イ
の
忌

避
行
動
を
利
用
し
て
微
量
有
毒

物
質
を
検
知
す
る
「
コ
イ
セ
ン

サ
ー
」
や
揮
発
性
有
機
物
質
を

基
準
地
以
下
の
低
濃
度
ま
で
連

続
し
て
測
定
で
き
る
「
ゆ
う
き

セ
ン
サ
ー
」
を
稼
働
し
て
い
る

浄
水
場
が
あ
り
ま
す
。

兵
庫
県
で
は
、
発
生
源
デ
ー

タ
や
環
境
水
質
測
定
デ
ー
タ
を

総
合
的
、
有
機
的
に
結
合
し
、

水
質
保
全
の
た
め
の
各
種
資
料

を
提
供
す
る
「
水
質
管
理
シ
ス

テ
ム
」
の
整
備
・
拡
充
が
行
わ

れ
て
い
る
ほ
か
、
奈
良
県
で
も
、

水
質
、
大
気
、
騒
音
等
に
関
す

る
諸
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理

す
る
こ
と
で
情
報
検
索
を
容
易

に
し
、
環
境
汚
染
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
析
と
将
来
予
測
を
行
う

こ
と
を
可
能
に
す
る
「
環
境
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ベ
ニ
ス
ラ
グ
ー
ン
は
、
満
潮
時
４
２
０
H

で
、
イ
タ
リ
ア
本
土
の
流
域
の
水
と
ベ
ネ

チ
ア
島
・
他
島
の
排
水
が
流
入
し
、
流
出

先
は
ア
ド
レ
ア
海
で
、
水
の
出
入
り
口
は

現
在
３
ケ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
湾
、

ア
ド
レ
ア
海
と
も
漁
業
が
盛
ん
で
、
水
質

保
全
は
重
要
な
課
題
で
す
。

近
年
、
ベ
ニ
ス
ラ
グ
ー
ン
周
辺
で
の

諸
々
の
経
済
活
動
、
都
市
活
動
は
、
地
下

水
の
汲
み
上
げ
に
よ
る
ラ
グ
ー
ン
底
の
沈

下
や
流
入
汚
水
の
増
加
と
い
っ
た
環
境
悪

化
の
要
因
を
も
た
ら
し
、
ラ
グ
ー
ン
水
域

の
停
滞
に
よ
る
富
栄
養
化
や
ラ
グ
ー
ン
内

生
物
の
多
様
性
の
喪
失
と
い
っ
た
現
象
を

引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
悪
化
に
対
し
、
ラ
グ

ー
ン
を
管
理
す
る
役
割
を
担
う
ベ
ネ
チ
ア

協
議
会
は
、
ラ
グ
ー
ン
の
形
態
学
的
保
全

を
基
本
方
向
と
す
る
保
全
総
合
計
画
を
策

定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
保
全
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ー
ン
保
全
の
達
成
度
合
の
指
標
と

し
て
は
、
浅
瀬
の
侵
食
の
抑
止
、
ラ
グ
ー

ン
底
の
平
坦
化
の
防
止
、
バ
レ
ー
ナ
消
減

の
抑
止
、
土
砂
流
出
の
平
衡
化
、
水
質
の

向
上
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に

進
め
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
①
ラ
グ
ー
ン
の
水
路
か
ら
浚
渫

し
た
流
出
土
砂
を
ラ
グ
ー
ン
復
元
の
た
め

の
建
設
材
料
と
す
る
②
瓦
礫
を
用
い
て
中

小
の
諸
島
の
形
態
を
復
元
す
る

m
a
rin
e
p
h
a
n
e
ro
g
a
m
s

を
ラ
グ
ー
ン

の
底
に
移
植
す
る
③
海
の
堆
積
土
砂
を
ラ

グ
ー
ン
内
に
人
為
的
に
移
動
さ
せ
る
、
と

い
っ
た
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

海�外�調�査�団�報�告�

ベ
ネ
チ
ア
ラ
グ
ー
ン
の
保
全

当
機
構
が
実
施
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
視
察
調
査
の
中
か
ら
、

ベ
ネ
チ
ア
ラ
グ
ー
ン（
ベ
ネ
チ
ア
）の
水
質
保
全
対
策
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

人
間
活
動
に
よ
る
水
質
汚

濁
が
進
行

ん
、
全
窒
素
な
ど
富
栄
養
化
関

連
の
項
目
に
つ
い
て
も
測
定
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
の
各
府

県
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
水

質
監
視
シ
ス
テ
ム
や
情
報
処
理

シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
。三

重
県
で
は
、
水
質
情
報
を

含
め
環
境
全
般
に
関
す
る
情
報

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
必
要
な

情
報
を
必
要
な
形
で
提
供
・
活
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。
水
質
自
動
測
定
局
に

お
い
て
９
項
目
（
水
温
、ｐ
Ｈ
、
電

気
伝
導
率
、
Ｄ
Ｏ
、
濁
度
、
Ｃ
Ｏ

一
方
、
ラ
グ
ー
ン
へ
流
入
す
る
汚
染
物

質
を
管
理
す
る
役
割
を
担
う
ベ
ネ
ト
州

は
、
農
業
、
畜
産
の
分
野
で
の
汚
染
源

（
予
防
）対
策
、
流
出
管
理
対
策
、
お
よ
び

河
川
・
運
河
内
の
浄
化
対
策
を
骨
子
と
し

た
水
質
汚
染
管
理
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。汚

染
源
対
策
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
農

業
分
野
で
は
、「
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
」や

「
農
業
化
学
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
、
農
民
が
自

分
の
土
地
の
最
良
の
耕
作
法
を
選
択
す
る

た
め
に
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
自
然
環
境
に
適
合
し
た
農
業
生
産
法

を
導
入
す
る
場
合
に
発
生
す
る
生
産
コ
ス

ト
の
増
加
に
対
し
て
補
助
金
制
度
を
導
入

す
る
と
い
っ
た
施
策
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
畜
産
の
分
野
で
も
、
飼
料
の

改
善
、
排
泄
物
の
活
用
、
生
産
設
備
の
再

編
成
に
よ
る
環
境
を
配
慮
し
た
生
産
法
導

入
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
や
、
畜
産
農

家
の
た
め
の
諸
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
畜
産
に
お
け

る
使
用
水
量
の
節
約
や
有
機
農
業
の
促

進
、
液
体
廃
棄
物
分
解
な
ど
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

流
入
汚
濁
を

削
減
す
る
た
め
に

各
府
県
の

水
質
監
視
シ
ス
テ
ム

▲ベネチアラグーン

測定機関�
滋賀県� 琵琶湖（南湖）� 2

琵琶湖流入河川� 1
琵琶湖（南湖）� 4
天ヶ瀬ダム� 1
木津川� 1
琵琶湖（南湖）� 9
宇治川� 1
琵琶湖（南湖）� 3
瀬田川� 1
木津川� 1
宇治川� 1
桂川� 2
淀川� 7
琵琶湖� 5
宇治川� 1
木津川� 11
桂川� 1
淀川� 14
瀬田川� 1
桂川� 1
宇治川� 1
木津川� 1
淀川� 1
桂川� 1
木津川� 1
宇治川� 1
淀川� 1
淀川� 4
淀川� 2
木津川� 4
琵琶湖（南湖）� 15
瀬田川� 1
宇治川� 4
木津川� 3
桂川� 3
淀川� 4

115

大津市�
京都府�

京都市�

大阪府�

大阪市�

守口市�

枚方市�

寝屋川市�
吹田市�
奈良県�

阪神水道企業団�

計�

河川別地点数�

注）複数機関による同一地点の測定は延べ地点数�

水道部局による測定地点�（平成8年度）

ラ
グ
ー
ン
の
形
態
学
的

保
全
を
基
本
方
向
に

観
測
地
点
で
異
な
る

項
目
、
頻
度

総合自動観測施設（雄琴沖）



（財）琵琶湖・淀川水質保全機構は、淀川水系における河川・湖沼水の水質浄化技術
及びこれに関連する技術に関する研究開発、水質浄化事業の支援等を行うことにより、
淀川水系の水質保全に寄与し、もって潤いのある地域社会の形成と、関係住民の生活
環境の向上に資することを目的としています。

B YQ

財団
法人琵琶湖・淀川水質保全機構
Lake Biwa-Yodo River Water Quality
Preservation Organization

〒541-0041 大阪市中央区北浜1丁目1番30号 横井北浜ビル3階 106（6202）1267（代表） FAX06（6202）1317

編 集 後 記

『水の雑学小辞典』、お役に立ちましたか？
知ってるようで知らないこともあったのでは。
「こんなこと知ってるぞ」「こんなこと知りたい」

という方は是非ご一報を。皆さんのご意見、ご
感想をお待ちしております。
（Ｍ.Ｏ，Ｙ.Ｍ）

E-mail:biyokiko @byq.or.jp http://www.byq.or.jp

水 辺からのメッセージ

奈
良
県
で
は
、
昨
年
７
月

24
・
25
日
の
両
日
に
わ
た
り
、

奈
良
市
を
中
心
と
し
た
布
目
ダ

ム
周
辺
に
お
い
て
、
平
成
11
年

度
「
'99
水
と
緑
と
ま
ほ
ろ
ば
フ

ェ
ス
タ
in
布
目
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
毎
年
７
月
21
日

か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
「
森
と

湖
に
親
し
む
旬
間
」
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
る
全
国
行
事
の
ひ

と
つ
で
す
。
今
回
古
都
奈
良
で

こ
の
行
事
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
、
単
な
る
森
と
湖
に
親
し
む

の
み
な
ら
ず
、
奈
良
に
あ
る
豊

か
な
歴
史
的
・
文
化
的
資
源

と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
取
り
巻
く

歴
史
的
風
土
を
手
が
か
り
に
、

う
る
お
い
の
あ
る
都
市
づ
く
り

の
課
題
を
探
り
、
水
と
緑
を
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
復
活
さ
せ

保
全
し
て
い
く
か
を
議
論
す
る

こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
河
川
行
政
は
、

計
画
し
て
制
御
す
る
こ
と
の
連

続
で
あ
り
ま
し
た
が
、
21
世
紀

の
河
川
行
政
は
住
民
主
役
が
第

一
目
標
で
あ
り
、
21
世
紀
の
資

源
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
に
向

け
て
、
人
間
が
資
源
を
守
り
、

有
効
利
用
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
き
て
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
自
分
た

ち
の
住
む
場
所
・
地
域
を
よ
く

知
り
、
奈
良
の
歴
史
性
を
再
確

認
す
る
こ
の
行
事
は
、
そ
う
い

っ
た
学
習
の
場
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
新
し
い
水
・
緑
・
都

市
・
人
間
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
こ
こ
古
都
奈
良
か
ら
全
国

に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

将
来
に
わ
た
っ
て
風
化
す
る
こ

と
な
く
、
次
世
代
へ
伝
え
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
行
事
の

最
大
の
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え

ま
す
。（
奈
良
県
土
木
部
河
川

課
）

森
と
湖
の
古
都
奈
良
か
ら

21
世
紀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

奈　良

去る2月1日、当機構は京都市国際交流会館において、琵琶
湖・淀川の水質変化のナゾを探り、今後の琵琶湖・淀川のあり
方を考えるためのシンポジウム、「琵琶湖・淀川の変化を診る～
琵琶湖・淀川の水質変化のナゾに迫る～」を開催しました。
研究者や行政関係者による講演とパネルディスカッションが

行われたシンポジウムでは、これからの琵琶湖・淀川の水質保
全における観測方法の充実や科学的データの必要性、さらに水
質保全への住民参加の重要性などが議論され、たいへん意義深
い内容となりました。

「琵琶湖・淀川水系の水環境改善事業助成」
「琵琶湖・淀川の水辺を愛する活動助成」

琵琶湖・淀川水系の水環境改善事業助成
〈助成対象事業〉
①地域に密着した身近な水質浄化事業
②水質浄化事業に必要な材料調達システム作り及び材料調達
③水質浄化事業におけるリサイクル推進事業
④上記に関連する研究
〈助成資格〉所在地が流域内にある以下の団体または個人（個人への助成は研究のみ）
①特殊法人、公益法人（商法で規定される法人は除きます。）
②大学、研究機関及びこれらに所属する個人（国公立は除きます。）
③他の助成を受けていないこと
④研究については、過去3年以内に本助成を受けていないこと

琵琶湖・淀川の水辺を愛する活動助成
〈助成対象活動〉
①水質の保全・改善に関する活動
②自然生態、親水、水源涵養等の機能を保全・改善する活動
③水環境について知り、理解する活動
〈助成資格〉 以下のすべての条件に該当する団体
①河川浄化・愛護活動を行っていること
②活動の拠点または活動対象の河川・湖沼が琵琶湖・淀川流域内であること
③過去1年間以内の活動実績があること
④他の助成を受けていないこと
⑤過去3年以内に本助成を受けていないこと

平成
12年

度 募 集 の ご 案 内

〈助成内容〉
・両助成ともに１件あたりの助成金額は30万円程度とします
・助成金の使途は、助成の目的を満足するものであれば、とくに制限は設けま
せんが、助成を受けた団体又は個人の事務所そのものの運営に関する経費、
人件費等は除きます

申し込み受付期間：

平成12年3月1日～平成12年5月31日（必着）
選考委員会で審査を行い、選考結果を6月末に通知いたします。

上記助成を希望される団体・個人は応募方法を（財）琵琶湖・淀川水質保全機構企画開発部までお問い合わせの上ご応募下さい。（インターネットでもご案内しています。）




